
４　青少年による国際交流事業の状況
＜招へい人数（5年計）＞ (単位：人)地　域 ハワイ 北米 中米 ペルー アルゼンチン パラグアイ ブラジル 計青少年 40 34 4 12 11 10 22 133引　率 6 10 2 5 5 5 5 38計 46 44 6 17 16 15 27 171※　対象年齢（青少年）　概ね10～18歳 （広島県環境県民局県民活動課調べ）
＜招へい人数（5年計）＞ (単位：人)地　域 ハワイ 北米 中米 ペルー アルゼンチン パラグアイ ブラジル その他南米 計青少年 37 37 4 10 11 10 11 4 124引　率 6 12 2 5 5 5 5 2 42計 43 49 6 15 16 15 16 6 166※　対象年齢（青少年）　概ね15～18歳 （広島県環境県民局県民活動課調べ）
＜招へい人数（8年計）＞ (単位：人)地　域 ハワイ 北米 中米 ペルー アルゼンチン パラグアイ ブラジル その他南米 計青少年 31 44 4 9 9 5 16 2 120引　率 8 18 2 3 3 2 7 1 44計 39 62 6 12 12 7 23 3 164※　対象年齢（青少年）　概ね15～18歳 （広島県環境県民局県民活動課調べ）
＜招へい人数（2年計）＞ (単位：人)地　域 ハワイ 米国(ハワイを除く) メキシコ ペルー アルゼンチン パラグアイ ブラジル 計青少年 11 7 1 1 1 1 2 24引　率 2 2 1 1 1 1 1 9計 13 9 2 2 2 2 3 33※　対象年齢（青少年）　概ね15～18歳 （広島県地域政策局国際課調べ）
＜招へい人数＞ (単位：人)青少年引　率計※　対象年齢（青少年）　概ね15～18歳 （広島県地域政策局国際課調べ）

平成26年11月に友好提携を締結した，メキシコ合衆国グアナファト州との友好交流の強化を進めるため，同州の次代の交流を担う青少年を受け入れ，広島への理解促進を図る。314

在外広島県人会の基盤の維持・強化を図るため，海外の青少年を広島へ招き，文化体験や交流事業を通じ，広島への理解を深めてもらうことで，在外広島県人会の次世代の担い手を育成する。

〈在外県人会青少年のルーツの再確認〉在外県人会を通じて3～4世を中心とした青少年を広島に招へいし，広島の伝統文化体験，学校訪問，親戚訪問などのプログラムを実施。
〈世界各地域の青少年と広島の高校生の交流活動〉若い世代の相互理解と交流を促進し，国際社会で活躍出来る青少年の育成を目指して招へい対象年齢を15～18歳とし，広島の高校生との交流活動を実施。
〈国際感覚豊かで実践力のある青少年の育成〉世界各地の広島県人会とのつながりを活かして海外の青少年を招へいし，広島県の良き理解者となってもらうとともに，広島の青少年が主体となって企画・運営する国際交流を通じて相互理解を深め，国際感覚豊かで行動力のある青少年の育成を図る。
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